んで 光って いる 星 だと 考えます。 私 どもの 太陽が この 

ほぼ 中 ごろに あ つ て 地球が そのす ぐ 近くに あると しま 

す。 みなさん は 夜に このまん 中に 立って この レンズの 

中 を 見 まわす として ごらんなさい。 こっちの 方 は レン 

う. 19 すな わ 

ズが 薄い のでわず かの 光る 粒 即ち 星し か 見えない の 

でしよう。 こつ ちやこつ ちの 方 は ガラスが 厚い ので、 

光る 粒 即ち 星が たくさん 見え その 遠 いのは ぼうっと 白 

く 見える という これが つまり 今日の 銀河の 説な のです _ 

そんなら この レンズの 大きさが どれ 位 あ るか また その 

中の さまざまの 星に つ いて はもう 時間です からこの 次 

の 理科の 時間に お話します。 では 今日は その 銀河のお 



ジョ バン 二が 学校の 門 を 出る とき、 同じ 組の 七 八 人 

すみ 

は 家へ 帰らず カム パネル ラ をまん 中に して 校庭の 隅の 

桜の 木のと ころに 集まって いました。 それ はこん や 

からすう リ 

の 星 祭に 青い あかり を こしらえて 川へ 流す 烏瓜 を 取 

りに 行く 相談ら しかった のです。 

けれども ジョバ ンニは 手 を 大きく 振つ て どしどし 学 

校の 門 を 出て 来ました。 すると 町の 家々 では こんやの 

銀河の 祭りに いちいの 葉の 玉 をつ るしたり ひのきの 枝 

にあ かり をつ けたり いろいろ 仕度 をして いるので した _ 

家 へ は 帰らず ジ ョ バンニが 町 を 三つ 曲つ て ある 大き 

な 活版 処に はいつ てす ぐ 入口の 計算 台に 居た だぶだぶ 



紙切れ を 渡しました。 ジョ バンニ は その 人の 卓子の 足 

もとから 一 つの 小さな 平たい 函を とりだして 向う の電 

燈の たくさん ついた、 たてかけて ある 壁の 隅の 所へ 

こ あ o つ； J! 

し やが み 込む と 小さな ピ ン セットで まるで 粟粒 ぐら い 

の 活字 を 次から 次と 拾い はじめました。 青い 胸 あて を 

した 人が ジョバ ンニ のうしろ を 通りながら、 

「よう、 虫め がね 君、 お早う ご と 云います と、 近くの 

四 五 人の 人た ちが 声 もた てず こっち も 向かずに 冷く わ 

らいました。 

ジ ョ バ ン 一 一 は 何べ んも眼 を 拭いながら 活字 を だんだ 

ん ひろいました。 



「そうだ。 今晩は 銀河のお 祭 だね え ご 

「うん。 ぼく 牛乳 をと りながら 見て くるよ。」 

「ああ 行って おいで。 川へ はは いらない でね ご 

「ああ ぼく 岸から 見る だけなん だ。 一時間で 行って く 

るよ。」 

い つ しょ 

「もっと 遊んで おいで。 カム パネル ラ さんと 一緒なら 

心配 はない から ご 

「ああき つと 一緒 だよ。 お母さん、 窓 をし めて 置こう 

ゝ o - 

力 」 

「ああ、 どうか。 もう 涼しい からね」 

ジ ョ バ ン 二 は 立つ て 窓 をし めお 皿ゃパ ンの袋 を片附 



坂の下に 大きな 一 つの 街燈が、 青白く 立派に 光って 

立って いました。 ジョ バンニが、 どんどん 電燈の 方へ 

下りて 行きます と、 いままでば けものの ように、 長く 

ぼんやり、 うしろへ 引いて いた ジョ バン 二 の 影ぼう し 

は、 だんだん 濃く 黒く はっき リ なって、 足 を あげたり 

手 を 振ったり、 ジョ バンニの 横の 方へ まわって 来る の 

でした。 

こうばい 

(ぼく は 立派な 機関車 だ。 ここ は 勾配 だから 速い ぞ。 

ぼく はい ま その 電燈を 通り越す。 そうら、 こんど は ぼ 

くの 影法師 は コム パス だ。 あんなに くるつ とま わって、 

前の 方へ 来た。) 



お お また 

とジョ バンニが 思いながら、 大股に その 街燈の 下 を 通 

リ 過ぎた とき、 いきなり ひるまの ザ ネリが、 新ら しい 

とが こ-つじ 

えりの 尖った シャツ を 着て 電燈の 向う側の 暗い 小路 か 

ら 出て 来て、 ひらつ とジョ バン 二と すれちがいました。 

「ザ ネリ、 烏瓜な がしに 行く の ご ジョバ ン 二が まだ そ 

う 云つ てし まわない うちに、 

「ジョ バンニ、 お父さんから、 らっこの 上着が 来る よご 

その子が 投げつ ける ようにう しろから 叫びました。 

ジョ バンニ は、 ばつと 胸が つめたく なり、 そこら 中 

き いんと 鳴る ように 思いました。 

「何 だい。 ザ ネリ ご とジョ バンニ は 高く 叫び 返し ま 



立って また 叫びました。 するとし ばらくたって から、 

と ぐあい 

年老った 女の人が、 どこか 工合が 悪い ように そろそろ 

と 出て 来て 何 か 用 かと 口の 中で 云いました。 

ぼく 

「あの、 今日、 牛乳が 僕※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 168-12U 

とこへ 来なかった ので、 貰いに あがつ たんです ご ジョ 

いきおい 

バ ンニ がー 生けん 命 勢 よく 云いました。 

「いま 誰もい ないで わかりません。 あしたにして 下さ 

いご 

その 人 は、 赤い 眼の 下のと こ を 擦りながら、 ジョバ 

ン 二 を 見お ろして 云いました。 

「お つ かさんが 病気なん ですから 今晚 でない と 困 るん 



ほたる い， R 

の 前が、 ぱっと 明るくな つて、 まるで 億万の 蛍烏賊の 

しず ぐ あ い 

火 を 一 べんに 化石 させて、 そら 中に 沈めた という 工合、 

また ダイ アモン ド 会社で、 ねだんが やすくなら ないた 

めに、 わざと 穫れ ない ふり をして、 かくして 置いた 

こんごうせき たれ ま 

金剛石 を、 誰かが いきなり ひっくりかえして、 ばら 撒 

いたと いう 風に、 眼の 前が さあつ と 明るくな つ て、 ジ ョ 

バ ンニ は、 思わず 何べ んも眼 を 擦 つてし まいました。 

気がついて みると、 さっきから、 ごと ごと ごと ごと、 

ジョ バンニの 乗って い る 小さな 列車が 走り つづけて い 

たのでした。 ほんとうに ジョ バンニ は、 夜の 軽便鉄道 

の、 小さな 黄い ろの 電燈 のな らんだ 車 室に、 窓から 外 



した。 

それ は カム パネル ラ だった のです。 

ジョ バンニが、 カム パネル ラ、 きみ は 前から ここに 

居た のと 云おうと 思った とき、 カム パネル ラが 

「みんな はねず いぶん 走った けれども 遅れて しまった 

よ。 ザ ネリ もね、 ずいぶん 走った けれども 追いつかな 

かった ご と 云いました。 

ジョ バンニ は、 (そうだ、 ぼくたち はい ま、 いっしょ 

にさ そって 出掛けた の だ。) とお もいながら、 

「どこかで 待って いよう か」 と 云いました。 すると 力 

ム パネル ラは 



「ザ ネリ はもう 帰った よ。 お父さんが 迎ぃ にきたん 

だ ご 

カム パネル ラは、 なぜかそう 云いながら、 少し 顔い 

ろが 青ざめて、 どこか 苦しい という ふうでした。 する 

とジョ バンニ も、 なんだか どこかに、 何 か 忘れた もの 

が あると いうよう な、 おかしな 気持ちが して だまって 

しまいました。 

と y J ろが カム パ ネル ラは、 窓から 外 を のぞきながら、 

いきおい 

もうす つかり 元気が 直って、 勢よ く 云いました。 

「ああし まった。 ぼく、 水筒 を 忘れて きた。 スケッチ 

帳 も 忘れて きた。 けれど 構わない。 もう じき 白鳥の 停 



「おつかさん は、 ぼく を ゆるして 下さる だろう か。」 

いきなり、 カム パネル ラが、 思い切ったと いうよう 

に、 少し どもりながら、 急き こんで 云いました。 

ジョ バンニ は、 

(ああ、 そうだ、 ぼくのお つかさん は、 あの 遠い 一 つ 

のちり のように 見える 橙 いろの 三角 標の あたりに い 

らっしゃって、 いま ぼくの こと を 考えて いるんだ つ 

た。) と 思いながら、 ぼんやりして だまって いました。 

「ぼく はおつ かさんが、 ほんとうに 幸 になるなら、 



を、 虔んで 聞いて いると いうよう に 見えました。 旅 

+P ど 

人た ち はしず かに 席に 戻り、 二人 も 胸 いっぱい のかな 

ことば 

しみに 似た 新ら しい 気持ち を、 何気なく ちがった 語 で、 

そ つ と談し 合った のです。 

「もう じき 白鳥の 停車場 だね え ご 

「ああ、 十一 時 かっきり に は 着 くんだ よご 

早く も、 シグナルの 緑の 燈と、 ぼんやり 白い 柱と が、 

〈- おう 

ちら つ と 窓の そと を 過ぎ、 それから 硫黄の ほのおの よ 

うなく らい ぼんやりした 転て つ 機の 前の あかりが 窓の 

下 を 通り、 汽車 はだん だん ゆるやか になって、 間 もな 

く プラット ホ— ムの 一 列の 電燈 が、 うつくしく 規則 正 



川上の 方 を 見る と、 すすきの いっぱいに 生えて いる 

崖の 下に、 白い 岩が、 まるで 運動場の ように 平らに 川 

に 沿って 出て いるので した。 そこに 小さな 五六 人の 人 

かげが、 何 か 掘り出す か 埋める かしてい るら しく、 立つ 

たり 屈んだり、 時々 なに かの 道具が、 ピ カツと 光った 

りしました。 

「行って みょう ご 二人 は、 まるで 一 度に 叫んで、 そつ 

ところ 

ちの 方へ 走りました。 その 白い 岩に なった 処の 入口 

- J 、 

〔プリ ォ シン 海岸〕 という、 瀬戸物の つるつるした 標 

札が 立って、 向う の 渚に は、 ところどころ、 細い 鉄の 



たまえ、 スコ ー プを。 おっと、 も 少し 遠くから 掘って- 

いけない、 いけない。 なぜ そんな 乱暴 をす るんだ ご 

やわ 

見る と、 その 白い 柔らかな 岩の 中から、 大きな 大き 

ナ もの - こお つ J5- 

な 青 じろ い 獣の 骨が、 横に 倒れて 潰れた という 風に 

なって、 半分 以上 掘り出されて いました。 そして 気 を 

ひづめ あしあと 

つけて 見る と、 そこらに は、 蹄の 二つ ある 足跡の つい 

た 岩が、 四角に 十ば かり、 きれいに 切り取られて 番号 

が つけられて ありました。 

「君た ち は 参観 かね ご その 大 学士ら しい 人が、 眼鏡 を 

きらつ とさせて、 こっち を 見て 話しかけました。 

「くるみが 沢山あった ろう。 それ はま あ、 ざっと 百 二 



「そうです か。 いや、 さよなら ご 大学 士は、 また 忙が 

しそうに、 あちこち 歩き まわって 監督 を はじめました _ 

二人 は、 その 白い 岩の 上 を、 一生 けん 命 汽車に おくれ 

ないように 走りました。 そして ほんとうに、 風の よう 

ひざ 

に 走れた のです。 息 も 切れず 膝 も あつくな リ ませんで 

した。 

こんなにして かけるなら、 もう 世界中 だって かけれ 

ると、 ジョ バンニ は 思いました。 

そして 二人 は、 前の あの 河原 を 通リ、 改札口の 電燈 

がだん だん 大きくな つて、 間もなく 二人 は、 もとの 車 

室の 席に 座って、 いま 行って 来た 方 を、 窓から 見て い 



さぎ 

「鶴です か、 それとも 鷺 です かご 

「鷺 です ご ジョバ ンニ は、 ど つちで もい いと 思いな が 

ら 答えました。 

ぞうさ 

「そいつ はな、 雑作ない。 さぎと いう もの は、 みんな 

天の川の 砂が 凝って、 ぼ おっとで きる もんです からね、 

そして 始終 川へ 帰ります からね、 川原で 待って いて、 

あ ； J 

鷺 がみん な、 脚 をこう いう 風に して 下りて くると こ を、 

お さ 

そいつが 地べたへ つく かっかな いうちに、 ぴ たっと 押 

えち ま うんです。 するともう 鷺は、 かたまって 安心し 

て 死ん じまいます。 あと はもう、 わかり 切って まさ あ。 

押し葉に する だけです ご 



r 鷺を 押し葉に す るんで すか。 標本です かご 

「標本じゃありません。 みんなた ベる じゃありません 

ゝ o _ 

力 」 

「おかしい ねえ ご カム パネル ラが 首をかしげました。 

「おかしい も 不審 もありません や。 そら ご その 男 は 

立って、 網棚から 包み をお ろして、 手ば やく くるくる 

と 解きました。 

「さあ、 ごらんなさい。 いまと つて 来たば かりです ご 

さけ 

「ほんとうに 鷺だ ねえ ご 二人 は 思わず 叫びました。 

まつ 白な、 あの さっきの 北の 十字架の ように 光る 鷺の 

からだが、 十ば かり、 少し ひらべ つたくな つて、 黒い 



う きぼ り 

脚 を ちぢめて、 浮彫の ようにならんで いたのです。 

「眼 をつ ぶって るね ご カム パネル ラは、 指で そっと、 

鷺の 三日月が たの 白い 瞑った 眼に さわりました。 頭の 

上の 槍の ような 白い 毛 もちやん とついて いました。 

ふろしき 

「ね、 そうでし ようご 鳥 捕り は 風呂敷 を 重ねて、 また 

ひも - これ 

くるくると 包んで 紐で くくりました。 誰が いったい こ 

ザ J らで鷺 な んぞ 喰べ るだろう とジ ョ バ ン 一 一 は 思 い なが 

ら 訊きました。 

「鷺 はおい しいんです かご 

「ええ、 毎日 注文が あります。 しかし 雁の 方が、 もつ 

と 売れます。 雁の 方がず つと 柄が いいし、 第一 手数が 



ありません からな。 そら ご 鳥 捕り は、 また 別の 方の 包 

み を 解きました。 すると 黄と 青 じろ とま だらにな つて 

なに かの あかりの ように ひかる 雁が、 ちょうど さっき 

そろ ひら 

の鷺 のように、 くちばし を 揃えて、 少し 扁べ つたくな つ 

て、 ならんで いました。 

「こっち はすぐ 喰べ られ ます。 どうです、 少しお あが 

りなさい ご 鳥 捕り は、 黄い ろな 雁の 足 を、 軽く ひっぱ 

リ ました。 すると それ は、 チョコ レ 11 でで もで きて 

いるよう に、 すっとき れいに はなれました。 

「どうです。 すこした ベて ごらんな さいご 鳥 捕り は、 

それ を 一 一 つに ちぎつ てわたしました。 ジョ バン 二 は、 



ちょっと 喰べ てみ て、 (なんだ、 やっぱり こいつ はお 

菓子 だ。 チョコ レ ー トょリ も、 もっとお いしい けれど 

も、 こんな 雁が 飛んで いる もんか。 この 男 は、 どこか 

そこらの 野原の 菓子屋 だ。 けれども ぼく は、 この ひと 

をば かにしながら、 この 人のお 菓子 をた ベて いるの は、 

大 へん 気の毒 だ。) とお もいながら、 やっぱり ぼ くぼく 

それ をた ベ て いました。 

「も 少しお あがりな さいご 鳥 捕りが また 包み を 出し 

ました。 ジョ バンニ は、 もっとた ベたかった のです け 

れ ども、 

「ええ、 ありが とうご と 云って 遠慮し ましたら、 鳥 捕 



リは、 こんど は 向う の 席の、 鍵 を もった 人に 出し まし 

た。 

「いや、 商売 もの を 貰つ ちゃす みません なご その 人 は、 

ぼ> つし 

帽子 をと りました。 

「いいえ、 どういたしまして。 どうです、 今年の 渡り 

鳥の 景気 は ご 

「いや、 すてきな もんです よ。 一昨日の 第二 限 ころな 

んか、 なぜ 燈 台の 灯 を、 規則 以外に 間 二字 分 空白〕 

させる かって、 あっちから もこつ ちから も、 電話で 故 

障が 来ました が、 な あに、 こっちが や るん じゃなくて、 

渡り鳥 どもが、 まつ 黒に かたまって、 あかしの 前 を 通 



るので すから 仕方ありません や。 わたし あ、 べらぼう 

め、 そんな 苦情 は、 おれのと こへ 持って来 たって 仕方 

とほう 

がね え や、 ばさばさの マント を 着て 脚と 口との 途方 も 

なく 細い 大将へ やれって、 斯う 云って やりました がね、 

まつ ま。 - 

すすきが なくなった ために、 向う の 野原から、 ばつ 

とあかり が 射して 来ました。 

「鷺の 方 は なぜ 手数なん です かご カム パネル ラは、 

さっきから、 訊こうと 思って いたのです。 

「それ はね、 鷺を 喰べ るに は、」 鳥 捕り は、 こっちに 向 

き 直りました。 



ちょうど かせ 

「ああせ いせいした。 どうも からだに 恰度 合う ほど 稼 

いでいる くらい、 いいこと はありません なごと いうき 

き おぼえの ある 声が、 ジョバ ン 二 の 隣り にしました。 

見る と 鳥 捕り は、 もう そこでと つて 来た 鷺を、 きちん 

とそろ えて、 一 つず つ 重ね 直して いるので した。 

「どうして あすこから、 いっぺんに ここへ 来たんで す 

かご ジョ バンニが、 なんだか あたりまえの ような、 あ 

たり まえで ないような、 おかしな 気がして 問いました- 

「どうしてって、 来ようと したから 来たんで す。 ぜん 

たい あなた 方 は、 どちらから おいでです かご 

ジョ バン 二 は、 すぐ 返事し ようと 思いました けれど 



も、 さあ、 ぜんたい どこから 来たの か、 もうどうして 

も 考えつきませんでした。 カム パネル ラも、 顔 を まつ 

赤に して 何 か 思い出そうと している のでした。 

「ああ、 遠くからで すね ご 鳥 捕り は、 わかった という 

ように 雑作な くうな ずき ました。 

き つ ぷ 

九、 ジョ バンニの 切符 

「もうこ こら は 白鳥 区のお しま いです。 ) J らんな さ い 



ていて 云いました。 鳥 捕り は、 だまって かくしから、 

小さな 紙 きれ を 出しました。 車掌 はちよ つと 見て、 す 

ぐ 眼 を そらして、 (あなた 方の は？) というよ うに、 指 

をう ごかしながら、 手 を ジョバ ンニ たちの 方へ 出し ま 

した。 

「さあ、」 ジョ バン 二 は 困つ て、 もじもじして いました 

ら、 カム パネル ラは、 わけ もない という 風で、 小さな 

ねずみ 

鼠い ろの 切符 を 出しました。 ジョ バンニ は、 すつ か 

リ あわてて しまって、 もし か 上着の ポケットに でも、 

入って いたかと おもいながら、 手 を 入れて 見ましたら、 

何 か 大きな 畳んだ 紙 きれに あたりました。 こんな もの 



車掌が たずねました。 

だいじょうぶ 

「何だか わかりません ご もう 大丈夫 だと 安心し なが 

ら ジョバ ン 二 は そ つ ち を 見 あげてく つくつ 笑いました _ 

サゥ ザンク 口 ス 

「よろし ゆう ございます。 南 十字へ 着きます の は、 

次の 第三 時 ころになります ご 車掌 は 紙 を ジョバ ンニ 

に 渡して 向う へ 行きました。 

カム パネル ラは、 その 紙切れが 何だった か 待ち兼ね 

たという ように 急いで のぞきこみました。 ジョバ ン 二 

も 全く 早く 見たかった のです。 ところが それ はいちめ 

からくさ 

ん 黒い 唐草の ような 模様の 中に、 おかしな 十ば かりの 

字 を 印刷した もので だま つ て 見て いると 何だか その 中 



ように 横目で 見て あわてて ほめ だしたり、 そんな こと 

を 一 一考え ている と、 もう その 見ず知らずの 鳥 捕りの 

ために、 ジョ バンニの 持って いるもの でも 食べる もの 

でもなんでも やって しまいたい、 もうこの 人の ほんと 

うの 幸 になるなら 自分が あの 光る 天の川の 河原に 

立 つ て 百年つ づけて 立 つ て 鳥 をと つ て やっても いいと 

だま 

いうよう な 気がして、 どうしてももう 黙つ て いられな 

くな りました。 ほんとうに あなたの ほしい もの は 一体 

き ぬ 

何です か、 と 訊こうと して、 それで は あんまり 出し抜 

けだから、 どうしようかと 考えて 振り返って 見ました 

あみだな 

ら、 そこに はもう あの 鳥 捕りが 居ませんでした。 網 ffl 



こです よ。 ね、 きれいでしょう、 あんなに 光って いま 

すご 

泣いて いた 姉 も ハンケ チで眼 を ふいて 外 を 見ました _ 

青年 は 教える ように そ つ と 姉弟に また 云いました。 

「わたしたち はもう なんにも かなしい ことない のです 

わたしたち はこん ないいと こ を 旅して、 じき 神 さまの 

とこへ 行きます。 そこなら もう ほんとうに 明るくて 匂 

がよくて 立派な 人た ちで いっぱいです。 そして わたし 

たちの 代りに ボ— トへ 乗れた 人た ち は、 きっと みんな 

助けられて、 心配して 待って いるめ いめいの お父さん 

やお 母さん や 自分のお 家へ やら 行く のです。 さあ、 も 



私 は 大学へ はいって いて、 家庭教師に やとわれ ていた 

きのう 

のです。 ところが ちょうど 十二 日 目、 今日 か 昨日の あ 

たりです、 船が 氷山に ぶ つつかって 一 べんに 傾 きも 

う 沈み かけました。 月の あかり は どこか ぼんやり あり 

きリ 

ましたが、 霧が 非常に 深かった のです。 ところが ボ— 

さげん 

トは 左舷の 方 半分 はもう だめにな つ ていました から、 

とても みんな は 乗り切らな いのです。 もう そのうちに 

も 船 は 沈みます し、 私 は 必死と なって、 どうか 小さな 

さけ 

人た ち を 乗せて 下さいと 叫びました。 近くの 人た ち は 

すぐみち を 開いて そして 子供 たちのた めに 祈って 呉れ 

ました。 けれども そこから ボ —， ^までのと ころに はま 



を 送りお 父さんが かなしい の を じ つと こらえて まつす 

まら わ...： 

ぐに 立って いるな ど とてももう 腸 も ちぎれる ようで 

した。 そのうち 船 はもう ずんずん 沈みます から、 私 は 

かく こ だ うか 

もうす つかり 覚悟して この 人た ち 二人 を 抱いて、 浮べ 

る だけ は 浮ぼうと かたま つ て 船の 沈む の を 待って いま 

した。 誰が 投げた か ライフ ブイが 一 つ 飛んで 来ました 

すべ 

けれども 滑つ てず う つ と 向う へ 行って しまいました。 

かんぱん こうし 

私 は 一 生けん 命で 甲板の 格子に なった とこ を はなして、 

三人 それにし つかりと りつきました。 どこから ともな 

く 〔約 二字 分 空白〕 番の 声が あがりました。 たちまち 

みんな はいろ いろな 国語で 一 べんに それ をうたい まし 



た。 そのと き 俄かに 大きな 音が して 私たち は 水に 落ち 

うず 

もう 渦に 入った と 思いな がらし つ かりこの 人た ち を だ 

いて それから ぼうっと したと 思ったら もうこ こへ 来て 

いたのです。 この 方た ちのお 母さん は 一昨年 没くなら 

れ ました。 ええ ボ J ^はきつ と 助かった にち がい あり 

ません、 何せよ ほど 熟練な 水夫た ちが 漕いで すばやく 

船から はなれて いました から ご 

そこらから 小さない のりの 声が 聞え ジョバ ンニも 力 

ム パネル ラも いままで 忘れて いたいろ いろの こと を ぼ 

ん やり 思い出して 眼が 熱くな りました。 

(ああ、 その 大きな 海 は パシフィックと いうので はな 



かった ろうか。 その 氷山の 流れる 北の はての 海で、 小 

さな 船に 乗って、 風 ゃ凍リ つく 潮水 や、 烈しい 寒さと 

たたかって、 たれ かが 一生 けんめい はたらい ている。 

ぼく は その ひとに ほんとうに 気の毒で そしてす まない 

ような 気がする。 ぼく は その ひとの さいわい のために 

い つたい どうしたらいいの だろう。) ジョ バンニ は 首 

を 垂れて、 すっかり ふさぎ込んで しまいました。 

「なにがし あわせ かわから ないです。 ほんとう にどん 

なつら いこと でも それが ただしい みちを 進む 中での で 

きごと なら 峠 の 上り も 下り もみん なほん とうの 幸福 

に 近づく 一 あしずつ ですから ご 



燈台 守が なぐさめて いました。 

「ああそう です。 ただいちばん のさ いわいに 至る ため 

にいろい ろの かなしみ もみん なお ぼしめ しです ご 

青年が 祈る ようにそう 答えました。 

きょうだ い 

そして あの 姉弟 はもう つかれて めいめい ぐったり 

席に よりかかって 睡 つてい ました。 さっきの あの はだ 

やわ くつ 

しだった 足に はいつ か 白い 柔らかな 靴 を はいてい たの 

です。 

一 J と， j J と， } J と， } J と 汽車 は きらびやかな 燐光の 川の 岸 

を 進みました。 向う の 方の 窓 を 見る と、 野原 はまる で 

げんとう 

幻燈の ようでした。 百 も 千 もの 大小 さまざまの 三角 標、 



「おや、 どっから 来たので すか。 立派です ねえ。 ここ 

ら では こんな 苹果 がで きる のです かご 青年 はほんと 

うにび つ くりした らしく 燈台 看守の 両手に かかえられ 

た 一 もりの 苹果を 眼 を 細く したり 首 を まげたり しなが 

ら われ を 忘れて ながめて いました。 

「いや、 まあお とり 下さい。 どうか、 まあお とリ 下さ 

いご 

青年 は 一 つと つて ジョ バンニた ちの 方 を ちょっと 見 

ました。 

, ま つ 

「さあ、 向う の 坊ちゃん がた。 いかがで すか。 おとり 

下さい ご 



「カム パネル ラ、 ここから はねお りて 遊んで 行こう 

よご とこ わい 顔 をして 云おうと したくら いでした。 

川 は 二つに わかれました。 その まっくらな 島の まん 

ゆる 

中に 高い 高い やぐらが 一 つ 組まれて その上に 一 人の 寛 

ぼうし 

い 服 を 着て 赤い 帽子 を かぶ つ た 男が 立 つ ていました。 

そして 両手に 赤と 青の 旗 を も つ て そら を 見上げて 信号 

している のでした。 ジョ バンニが 見て いる 間 その 人 は 

しきりに 赤い 旗 を ふってい ましたが 俄かに 赤旗 をお ろ 

してう しろに かくすよ うにし 青い旗 を 高く 高く あげて 

ま ォ -V 

まるで ォ— ケス トラの 指揮者の ように 烈しく 振り まし 

た。 すると 空中に ざあっと 雨の ような 音が して 何 か 



ぼっかな そうに 答えました。 そして 車の 中 はし いんと 

なりました。 ジョ バンニ はもう 頭 を 引っ込めたかった 

のです けれども 明るい とこへ 顔 を 出す のが つらかった 

ので だまつ てこら えて そのまま 立つ て 口笛 を 吹いて い 

ました。 

ぼく 

(どうして 僕 はこん なに かなしい のだろう。 僕 はもつ 

と ， ^ ころもち を きれ いに 大きく もたなければ いけな い 

あすこの 岸の ずう つ と 向う に まるでけ むりの ような 小 

さな 青い 火が 見える。 あれ はほんとう にしず かで つめ 

たい。 僕 は あれ をよ く 見て こころもち をし ずめ るん 

ほて おさ 

だ。) ジョバ ンニは 熱って 痛い あたま を 両手で 押える 



ようにして そっちの 方 を 見ました。 (ああ ほんとうに 

どこまでも どこまでも 僕と い つし よに 行く ひとはない 

だろう か。 カム パネル ラ だって あんな 女の子と おもし 

ま-な 

ろそうに 談 している し 僕 はほんと うにつ らいな あ。) 

ジョ バン 二 の 眼 はまた 泪 でい つばい になり 天の川 も 

まるで 遠く へ 行った ように ぼんやり 白く 見える だけで 

した。 

そのと き 汽車 はだん だん 川から はなれて 崖の 上 を 通 

るよう になり ました。 向う 岸 もまた 黒い いろの 崖が 川 

の 岸 を 下流に 下る にした が つ て だんだん 高くな つ て 行 

くので した。 そして ちらっと 大きな とうもろこしの 木 



せんりつ 

の 野原の はてから、 かすかな かすかな 旋律が 糸の よう 

こうきょうがく 

に 流れて 来る のでした。 「新世界 交響楽 だ わご 姉が 

ひとりご とのよう にこ つ ち を 見ながら そ つと 云い まし 

た。 全くもう 車の 中で は あの 黒服の 丈 高い 青年 も 誰も 

ゆめ 

みんな やさしい 夢を見て いるので した。 

ゆかい 

(こんな しずかな い いとこで 僕 はどうして もつ と 愉快 

になれ ないだろう。 どうして こんなに ひとり さびしい 

のだろう。 けれども カム パネル ラ なんか あんまり ひど 

い、 僕と いっしょに 汽車に 乗って いながら まるで あん 

な 女の子と ばか リ談 してい るんだ もの。 僕 はほんとう 

につら い。) ジョ バンニ はまた 両手で 顔 を 半分 かくす 



「あら、 イン デ アンです よ。 イン デ アンです よ。 ごら 

ん なさい ご 

黒服の 青年 も 眼 を さましました。 ジョ バンニ も カム 

パネル ラも 立ち あがりました。 

「走って 来る わ、 あら、 走って 来る わ。 追い かけて い 

るんで しょう。」 

「いいえ、 汽車 を 追って るん じ やな いんです よ。 獵 

をす るか 踊る かして るんで すよ ご 青年 はい まどこに 

居る か 忘れた という 風に ポケットに 手 を 入れて 立ちな 

がら 云いました。 

ま つ たく イン デ アン は 半分 は 踊つ ている ようでした _ 



「あれき つと 双子のお 星 さまの お宮 だよ ご 男の子が 

さけ 

いきなり 窓の 外 を さして 叫びました。 

おか すいしょう 

右手の 低い 丘の 上に 小さな 水晶 でで もこ さえた よ 

うな 二 つの お宮が ならんで 立って いました。 

「双子のお 星 さまの お宮って 何 だいご 

き 

「あたし 前になん べん もお 母さんから 聴いた わ。 ちゃ 

んと 小さな 水晶の お宮で 一 一 つならん でい るから き つ と 

そうだ わご 

「はなして ごらん。 双子のお 星 さまが 何した つての ご 

「ぼく も 知って らい。 双子のお 星 さまが 野原へ 遊びに 

でてから すと 喧嘩し たんだろう。 I 



「ああ、 ここ は ケンタ ウルの 村 だよ ご カム パネル ラが 

すぐ 云いました。 〔以下 原稿 一枚？ なし〕 

ぼく 

「ボ— ル 投げなら 僕 決して はずさな いご 

男の子が 大 M 張りで 云いました。 

「もう じき サゥ ザン クロスです。 おりる 支度 をして 下 

さいご 青年が みんなに 云いました。 

「僕 も 少し 汽車へ 乗って るんだ よご 男の子が 云い ま 

した。 カム パネル ラ のとな りの 女の子 は そわそわ 立つ 

て 支度 を はじめました けれども やっぱり ジョバ ン 二た 

ちと わかれたくない ような ようすでした。 



ああ そのと きでした。 見えない 天の川の ずう つと 川 

下に 青 や 橙 やもう あらゆる 光で ちりばめられた 

じゅうじか 

十字架が まるで 一 本の 木と いう 風に 川の 中から 立って 

つ. 

かがやき その上に は 青 じろ い 雲が まるい 環に な つ て 後 

光の ように かかって いるので した。 汽車の 中が まるで 

ざわざわ しました。 みんな あの 北の 十字のと きのよう 

に まっすぐに 立って お祈り を はじめました。 あっちに 

もこつ ちに も 子供が 瓜に 飛びつ いたと きのよう なよ ろ 

こびの 声 や 何とも 云いよう ない 深い つ つましい ためい 

きの 音ば かりき こえました。 そして だんだん 十字架 は 

窓の 正面に なり あの 苹果の 肉の ような 青 じろ い 環の 雲 



りが とうご と叮 ねいに 云いました。 

ジョバ ン 二 は 何も 云えずに ただお じぎ をし ました。 

「あなたの お父さん はもう 帰って います かご 博士 は 

かた にぎ 

堅く 時計 を 握った まま またききました。 

「いいえ ご ジョバ ンニ はかす かに 頭 を ふりました。 

「どうした のかな あ。 ぼくに は 一昨日 大 へん 元気な 便 

りが あつたん だが。 今日 あたりもう 着く ころなん だが _ 

船が 遅れたん だな。 ジョ バンニさん。 あした 放課後み 

なさん とうちへ 遊びに 来て くださいね ご 

そう 云いながら 博士 はまた 川下の 銀河の いっぱいに 

うつつ た 方 へ じつ と 眼 を 送りました。 



ジ ョ バ ン 一 一 はもう いろい ろな - ^ とで 胸が いっぱいで 

なんにも 云えずに 博士の 前 を はなれて 早くお 母さんに 

牛乳 を 持つ て 行って お父さんの 帰る こと を 知らせよう 

と 思う ともう 一 目 散に 河 泵 を 街の 方へ 走りました。 
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